
な
ぜ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
？

な
ぜ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
？

～
不
来
方
高
校
と
の
交
流
か
ら
～

　

不
来
方
高
校
音
楽
部
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
演
奏
旅
行
を

定
期
的
に
実
施
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

訪
問
時
は
、
教
会
で
の
献
歌
や
地
元

高
校
生
と
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、
音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
演
奏

旅
行
の
際
に
高
校
生
た
ち
を
受
け
入

れ
て
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現

地
の
小
中
学
生
か
ら
、
多
く
の
義
援

金
や
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
縁
が
実

を
結
び
今
年
２
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
「
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　東日本大震災から復興した姿を見せ、これまでの支援への感謝を伝え

るために、支援を受けた国・地域や大会関係者との交流を行う自治体の

こと。被災 3県（岩手、宮城、福島）が対象で、岩手県内は本町を含

め 13市町村が登録されています。町は、オーストリアとの交流を今後

のスポーツ、文化、経済、地域の活性化につなげていきます。

東京２０２０

復興ありがとうホストタウン

矢巾町×オーストリア

ロゴマークが完成！

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

の
「
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
本
町
で
、

事
業
の
一
環
と
し
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

町
は
来
年
の
大
会
に
向
け
て
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
い
な
が
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
の
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
情
報
を
発
信

し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

音楽部がオーストリア訪問時に

開催した交流会（平成 30年 3月撮影）

　町地域おこし協力隊の下町龍也隊員がデザイン。復興ありがとうホストタウンの

目的である「支援への感謝を伝える」と、「恩（音）おくり」の意味が込められています。

　人が寄り添い歌う「合唱」のイメージがデザインの土台。ハートをかたどった曲

線が重なり合うデザインはどこまでも繋げることができ、周囲に波及していく「恩

おくり」の様子を表しています。

T o i  t o i  t o iT o i  t o i  t o i

　ドイツ語で「うまくいきます

ように」という意味の“おまじ

ない”です。

恩 おく恩 おくりり

　恩を受けた相手に直接返すの

ではなく、別な誰かへ恩を送って

いくこと。

復興ありがとう復興ありがとう

ホストタウンとは？ホストタウンとは？
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～
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
魅
力
～

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
南
部
に
位
置
し
、
日
本
か
ら
飛

行
機
で
お
よ
そ
13

時
間
、
９
つ
の
州

か
ら
な
る
国
で
す
。
国
土
の
約
６
割

が
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
中
に
あ
り
、
非

常
に
自
然
豊
か
。
都
市
で
は
、
音
楽

の
都
・
ウ
ィ
ー
ン
に
加
え
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
の
舞
台
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

も
あ
り
、
古
く
か
ら
音
楽
文
化
が
根

付
い
て
い
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。シェーンブルン宮殿

①
宮
廷
文
化

　

首
都
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る
、
13

世
紀

～
20

世
紀
初
め
に
か
け
て
約
６
５
０

年
続
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
王
朝
の
重

要
な
歴
史
的
建
築
が
見
ど
こ
ろ
。
宮

殿
や
王
宮
と
い
っ
た
宮
廷
文
化
が
今

も
華
麗
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

「
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
」
は
平

成
８
年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
指

定
さ
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
夏
の

宮
殿
で
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
際
に
舞

踏
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
大
広

間
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
６
歳
の
時
に

御
前
演
奏
し
た
鏡
の
間
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
宮
殿
の
後
方
に
広
が
る

庭
園
は
１
・
７
平
方
㌔
㍍
の
大
き
さ

を
誇
り
、
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
の
名
前

の
由
来
と
な
っ
た
泉
や
18

世
紀
か
ら

残
存
す
る
、
世
界
最
古
の
動
物
園
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

②
カ
フ
ェ
文
化

　

３
３
０
年
以
上
も
続
く
ウ
ィ
ー
ン

の
「
カ
フ
ェ
文
化
」
は
、
平
成
23

年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
「
ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
」

（
ウ
ィ
ー
ン
風
コ
ー
ヒ
ー
）
が
お
馴

染
み
で
す
が
、
カ
フ
ェ
で
新
聞
な
ど

を
読
み
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と

い
う
ウ
ィ
ー
ン
で
の
日
常
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
と

い
え
ま
す
。
な
お
、
世
界
で
初
め
て

来
店
客
に
新
聞
を
提
供
し
た
の
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
文
化
が
根
付

く
ウ
ィ
ー
ン
は
、
有
名
な
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ケ
ー
キ
「
ザ
ッ
ハ
ー
ト
ル
テ
」

の
発
祥
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
特
徴

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
特
徴

オリジナルメニューを開発！オリジナルメニューを開発！
～町産品を使ったザッハートルテ～～町産品を使ったザッハートルテ～

　

来
年
に
向
け
た
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、
町
は
那
須
塩
原
市
（
栃
木

県
※
１
）
、
長
井
市
（
山
形
県
※
２
）

と
連
携
し
、
各
地
の
特
産
品
な
ど
を

使
用
し
た
ザ
ッ
ハ
ー
ト
ル
テ
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

製
作
に
は
「
ト
ム.

ク
レ
ー
プ
ア
ン

ド
デ
リ
」（
佐
々
木
朋
美
オ
ー
ナ
ー
）

が
協
力
。
町
産
品
は
「
ほ
そ
か
わ
農

園
」
の
黒
落
花
生
を
使
い
、
カ
リ
カ

リ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
香
ば
し
さ

で
、
濃
厚
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
風
味

を
ひ
き
立
て
ま
し
た
。
今
後
、
提
供

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

佐
々
木
オ
ー
ナ
ー
は
「
町
内
に
魅

力
的
な
食
材
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
食
を
通
じ
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

首都　ウィーン

国土面積　約8.4万平方㌔㍍

（北海道とほぼ同じ広さ）

人口　890万人（２月現在）

著名人　モーツァルト

公用語　ドイツ語

日本からの移動距離（飛行機）

約 13時間

ザッハートルテ

※ 1那須塩原市　オーストリアのホストタウン

※ 2長井市　オーストリアの隣国、リヒテンシュタイン公国のホストタウン

ザ
ッ
ハ
ー
ト
ル
テ
の
開
発
に
携
わ
っ
た

佐
々
木
オ
ー
ナ
ー
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